
 

意 見 ･要 望  

 

総 務 市 民 委 員 会 所 管 分  

 

 (1) 危 機 管 理 部 の 所 管 に 属 す る 事 項  

   防 災 対 策 事 業 に つ い て は ， 避 難 所 の 環 境 向 上 ， 災 害 備 蓄 品

の 充 実 を 図 る と と も に ， ト イ レ カ ー や プ ラ イ ベ ー ト ル ー ム の

導 入 ・ 防 災 訓 練 や 地 域 で の 活 用 を 進 め ら れ た い 。 ま た ， 自 主

防 災 組 織 に 対 す る 活 動 支 援 の 強 化 に 努 め ， 市 民 に 分 か り や す

い ハ ザ ー ド マ ッ プ の 提 供 に 取 り 組 ま れ た い 。  

防 犯 対 策 に つ い て は ， 市 民 の 防 犯 意 識 の 向 上 と 安 全 安 心 な

ま ち づ く り に 取 り 組 ま れ た い 。  

交 通 安 全 啓 発 指 導 事 業 に つ い て ， ヘ ル メ ッ ト 着 用 啓 発 に 向

け た さ ら な る 取 組 と と も に 交 付 申 請 件 数 の 増 加 に 向 け た 施 策

を 進 め ら れ た い 。  

 

 (2) 総 務 部 の 所 管 に 属 す る 事 項  

   職 員 採 用 事 務 に つ い て ， 正 規 職 員 の 採 用 に お い て は ， 申 込

者 数 が 増 加 し て い る 状 況 を 踏 ま え ， 採 用 に つ な が る 割 合 を 高

め る な ど ， 採 用 強 化 に 向 け た 取 組 に 努 め ら れ た い 。  

会 計 年 度 任 用 職 員 に つ い て は ， 勤 務 実 態 や 職 務 内 容 等 を 踏

ま え ， 待 遇 の 改 善 に 努 め ら れ た い 。  

 

 (3) 企 画 部 の 所 管 に 属 す る 事 項  

   Ｄ Ｘ の 推 進 に つ い て は ， ペ ー パ ー レ ス 化 に と ど ま ら ず ， 組

織 の 在 り 方 を 変 革 し ， 新 し い 価 値 を 創 造 す る た め の 施 策 を 推

進 す る た め 必 要 な 予 算 を 確 保 す る と と も に ， Ａ Ｉ 活 用 が 職 員

の 能 力 ・ 資 質 向 上 に つ な が っ て い る か 検 証 さ れ た い 。  

 

 (4) 財 政 部 の 所 管 に 属 す る 事 項  

   財 政 運 営 全 般 に つ い て ， 今 後 ， 大 規 模 な 投 資 事 業 が 見 込 ま

れ る こ と や 金 利 動 向 等 を 踏 ま え ， 財 政 指 標 の 推 移 を 注 視 す る

と と も に ， 市 債 の 発 行 ・ 償 還 や 基 金 運 用 等 を 含 め ， 慎 重 か つ



 

計 画 的 な 財 政 運 営 に 努 め ら れ た い 。  

市 債 に つ い て は ， 市 民 や 議 会 が 将 来 の 財 政 負 担 を 把 握 で き

る よ う ， 借 入 先 ， 償 還 年 数 ， 利 率 ， 市 債 残 高 等 の 情 報 を 分 か

り や す く 公 表 す る よ う 努 め ら れ た い 。  

不 用 額 に つ い て は ， そ の 要 因 を 精 査 し ， 適 切 な 予 算 編 成 ・

執 行 に つ な げ る と と も に ， 市 民 生 活 や 物 価 高 騰 対 策 等 の 必 要

な 施 策 へ の 財 源 活 用 に 努 め ら れ た い 。  

 

 (5) 広 報 部 の 所 管 に 属 す る 事 項  

広 報 戦 略 事 業 に つ い て は ， シ ビ ッ ク プ ラ イ ド の 醸 成 に つ な

が る 活 用 を 進 め ら れ た い 。  

広 報 活 動 事 業 に つ い て ， 「 広 報 か し わ 」 の 全 戸 配 布 の 効 果

を 検 証 す る と と も に ， 配 布 方 法 や 情 報 発 信 の 在 り 方 を 検 討 し ，

市 民 に 読 ま れ ， 必 要 な 情 報 が 適 切 に 届 く 広 報 と な る よ う 内 容

の 充 実 に 努 め ら れ た い 。  

 

 

 (6) 市 民 生 活 部 の 所 管 に 属 す る 事 項  

   近 隣 セ ン タ ー に つ い て は ， バ リ ア フ リ ー 化 を 積 極 的 に 進 め

る と と も に ， 施 設 の 在 り 方 を 検 討 す る 際 に は ， 地 域 住 民 の 意

見 を 十 分 に 聴 き ， 理 解 を 得 な が ら 進 め る よ う 努 め ら れ た い 。  

多 文 化 共 生 推 進 事 業 に つ い て は ， 外 国 人 市 民 の 国 籍 の 多 様

化 を 踏 ま え ， 適 切 な 防 災 情 報 の 提 供 を 図 る と と も に ， 相 談 窓

口 の 充 実 に 努 め ら れ た い 。  

 

 (7) 消 防 に 関 す る 事 項  

   消 防 職 員 の 充 足 率 の 向 上 を 図 る と と も に ， 消 防 団 員 に つ い

て も ， 処 遇 や 福 利 厚 生 の 充 実 ， 新 た な 団 員 獲 得 事 業 の 検 討 を

進 め ， 充 足 率 の 向 上 を 図 ら れ た い 。  

 

  



 

健 康 福 祉 委 員 会 所 管 分  

 

 (1) 健 康 医 療 部 の 所 管 に 関 す る 事 務  

市 立 柏 病 院 に つ い て は ， 救 急 ・ 小 児 医 療 の さ ら な る 拡 充 ， 病

床 利 用 率 の 向 上 に 努 め ら れ る と と も に ， 現 地 建 て 替 え に つ い て

は ， 早 期 の 事 業 着 手 を 図 ら れ た い 。  

介 護 保 険 事 業 に つ い て は ， 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー の 相 談 支 援

体 制 の 充 実 を 図 ら れ た い 。 ま た ， フ レ イ ル 予 防 ポ イ ン ト カ ー ド

か ら 移 行 さ れ た 高 齢 者 に つ い て は ， ス ム ー ズ に 柏 健 康 ア プ リ ワ

ニ Ｆ ｉ ｔ を 利 用 で き る よ う 普 及 に 努 め る と と も に ， 市 民 の 健 康

行 動 の 変 化 な ど の 事 業 検 証 を 行 い な が ら フ レ イ ル 予 防 等 に よ る

健 康 寿 命 の 延 伸 を 図 ら れ た い 。  

が ん 検 診 事 業 に つ い て は ， 各 種 が ん 検 診 ・ が ん 検 診 無 料 ク ー

ポ ン 事 業 の 検 証 と 受 診 率 向 上 に 努 め ら れ た い 。 特 に ， 要 精 密 検

査 者 に つ い て は さ ら な る 受 診 率 向 上 を 図 ら れ た い 。 ま た ， が ん

患 者 ウ ィ ッ グ 等 購 入 費 助 成 事 業 に つ い て は 事 業 検 証 や 積 極 的 か

つ 効 果 的 な 周 知 に 努 め ら れ た い 。  

在 宅 医 療 ・ 介 護 連 携 推 進 事 業 に つ い て は ， 多 職 種 連 携 の 仕 組

み を さ ら に 充 実 す る と と も に ， 在 宅 で 生 活 す る 難 病 ・ が ん 患 者

及 び そ の 家 族 が 安 心 し て 利 用 で き る よ う な 各 種 在 宅 医 療 ・ 介 護

サ ー ビ ス の 充 実 を 図 ら れ た い 。  

成 年 後 見 制 度 の 利 用 促 進 事 業 に つ い て は ， 市 民 後 見 人 に つ い

て 中 核 機 関 と 連 携 し な が ら ， 地 域 の つ な が り の 中 で 支 援 を 必 要

と す る 方 を 支 え る と と も に ， 成 年 後 見 人 等 報 酬 費 助 成 等 を 含 め

た 制 度 の 周 知 ， 検 証 及 び 利 用 促 進 に 努 め ら れ た い 。 ま た ， 成 年

後 見 制 度 の 改 正 を 踏 ま え ， 市 全 体 と し て 市 民 の 権 利 擁 護 充 実 を

図 ら れ た い 。 特 に ， 低 所 得 者 に 対 す る 助 成 対 象 要 件 の 緩 和 を 検

討 さ れ た い 。  

国 民 健 康 保 険 事 業 に つ い て は ， Ａ Ｉ を 活 用 し た 受 診 勧 奨 に よ

り ， 経 費 を 削 減 し な が ら 特 定 検 診 の 受 診 率 向 上 を 図 ら れ た い 。

ま た ， 保 健 事 業 利 用 券 に つ い て は ， そ の 利 用 拡 大 に 向 け て 周 知

さ れ た い 。  

甲 状 腺 エ コ ー 検 査 助 成 事 業 に つ い て は ， 放 射 線 に 対 す る 市 民



 

の 不 安 軽 減 を 目 的 に 継 続 さ れ た い 。  

 

 (2) 福 祉 部 の 所 管 に 関 す る 事 務     

障 害 福 祉 事 業 に つ い て は ， グ ル ー プ ホ ー ム ， ケ ア ホ ー ム 及 び

重 度 心 身 障 害 者 施 設 等 の 機 能 拡 充 を 努 め ら れ た い 。 ま た ， 障 害

者 の 相 談 支 援 体 制 ， 雇 用 ・ 就 労 支 援 及 び 生 涯 に わ た る 総 合 的 な

療 育 ・ 教 育 支 援 を 充 実 す る と と も に ， 障 害 者 福 祉 事 業 所 で の 権

利 擁 護 に つ い て は ， 当 事 者 の 尊 厳 が 守 ら れ る よ う ， 障 害 者 虐 待

防 止 の 施 策 を 強 化 さ れ た い 。 ま た ， 成 年 後 見 制 度 の 改 正 を 踏 ま

え ， 市 全 体 と し て 市 民 の 権 利 擁 護 充 実 を 図 ら れ た い 。  

多 機 関 協 働 事 業 に つ い て は ， 福 祉 の 総 合 相 談 窓 口 や 悩 み 相 談

Ａ Ｉ チ ャ ッ ト シ ス テ ム を 効 率 的 に 利 用 す る こ と で ， 適 切 な 支 援

に つ な が る 体 制 の 充 実 に 努 め ら れ た い 。  

社 会 福 祉 協 議 会 支 援 事 業 に つ い て は ， 社 会 福 祉 協 議 会 の 災 害

時 ボ ラ ン テ ィ ア の 周 知 へ の 支 援 に 努 め ら れ た い 。  

ま た ， 災 害 見 舞 金 の 周 知 も 努 め ら れ た い 。  

生 活 保 護 費 に つ い て は ， 制 度 の 周 知 に 努 め ら れ た い 。  

 

  



 

教 育 子 供 委 員 会 所 管 分  

 

 (1) こ ど も 部 の 所 管 に 関 す る 事 務  

   ひ と り 親 家 庭 支 援 に つ い て は ， 実 態 の 把 握 に 努 め ， 教 育 委 員

会 を は じ め と し た 関 係 部 署 と 連 携 し ， 制 度 の 拡 充 ・ 周 知 や ，

事 業 の 利 用 促 進 に 努 め ら れ た い 。  

   送 迎 保 育 ス テ ー シ ョ ン 事 業 に つ い て は ， 利 用 者 及 び 関 係 者 の

意 見 を 聴 き つ つ ， 事 業 の 在 り 方 と 充 実 に つ い て の 検 討 に 努 め

ら れ た い 。  

   児 童 相 談 所 事 業 に つ い て は ， 職 員 の 専 門 性 向 上 ・ 人 材 育 成 に

引 き 続 き 取 り 組 ま れ た い 。  

   こ ど も 誰 で も 通 園 制 度 に つ い て は ， 保 護 者 へ の 周 知 と ， 受 入

施 設 へ の 支 援 充 実 に 努 め ら れ た い 。  

   こ ど も の 貧 困 対 策 事 業 に つ い て は ， 組 織 的 連 携 で の 対 応 に 努

め ら れ た い 。  

   病 児 保 育 事 業 に つ い て は ， ニ ー ズ の 把 握 に 努 め ， 実 施 施 設 へ

の 支 援 充 実 に 努 め ら れ た い 。  

    

 (2) 教 育 委 員 会 の 所 管 に 関 す る 事 務  

   柏 中 学 校 区 に お け る 義 務 教 育 学 校 の 設 置 検 討 に つ い て は ， 引

き 続 き ， 保 護 者 ， 子 供 た ち は も と よ り 地 域 住 民 に 対 し て も き

め 細 や か な 情 報 の 周 知 や 説 明 に 努 め ら れ た い 。  

   個 性 が 輝 く 特 色 あ る 学 校 づ く り 促 進 事 業 に つ い て は ， 保 護 者

負 担 を 軽 減 す る と と も に ， 子 供 の 声 を 取 り 入 れ ， 持 続 可 能 で

安 定 的 な 運 営 体 制 の 構 築 に 努 め ら れ た い 。  

   不 登 校 児 童 生 徒 の 支 援 に つ い て は ， 小 学 校 の 校 内 フ リ ー ス ク

ー ル 整 備 の 加 速 化 を 検 討 さ れ た い 。 ま た ， 教 育 支 援 セ ン タ ー

と 民 間 フ リ ー ス ク ー ル と の 連 携 等 ， さ ら な る 支 援 の 拡 大 や 相

談 体 制 の 充 実 を 図 ら れ た い 。  

   ア フ タ ー ス ク ー ル 事 業 に つ い て は ， 実 態 把 握 に 努 め ， 保 護 者

が 不 安 や 不 公 平 感 を 抱 く こ と が な い よ う に 留 意 し ， さ ら な る

制 度 の 充 実 を 図 ら れ た い 。 ま た ， 従 事 者 の 処 遇 に つ い て も 現

在 の 水 準 が 維 持 さ れ る よ う 十 分 配 慮 さ れ た い 。  



 

   教 育 相 談 事 業 及 び 生 徒 指 導 推 進 事 業 に つ い て は ， 教 職 員 が 安

心 し て 教 育 活 動 に 専 念 で き る 環 境 の 整 備 に 向 け ， 専 門 性 の 高

い 職 員 の 配 置 及 び 組 織 編 制 の よ り 一 層 の 強 化 に 取 り 組 ま れ た

い 。   



 

建 設 経 済 環 境 委 員 会 所 管 分  

 

 (1) 環 境 部 の 所 管 に 関 す る 事 務  

   ご み 減 量 化 推 進 事 業 に つ い て は ， 市 民 一 人 一 人 の 関 心 と モ ラ

ル の 向 上 に つ な が る よ う ， 各 種 啓 発 事 業 の 取 組 と 周 知 ・ 広 報

に つ い て 一 層 の 強 化 に 努 め ， さ ら な る ご み 減 量 に つ な げ ら れ

た い 。 ま た ， 使 用 済 リ チ ウ ム イ オ ン 電 池 の 回 収 方 法 に つ い て

は ， 引 き 続 き 周 知 さ れ た い 。  

   公 害 調 査 測 定 事 業 に つ い て は ， 藤 ケ 谷 地 域 の 住 民 に 対 す る

浄 水 器 等 設 置 補 助 の 広 報 等 に お い て ， 他 市 の 取 組 を 参 考 に ，

丁 寧 な 情 報 の 発 信 と 対 応 に 努 め ら れ た い 。  

   生 物 多 様 性 地 域 戦 略 事 業 に つ い て は ， 有 害 野 生 鳥 獣 防 除 に

対 し ， 専 門 家 や 庁 内 関 係 部 署 と さ ら に 連 携 し て 取 り 組 ま れ た

い 。  

   地 球 温 暖 化 対 策 事 業 に つ い て は ， 柏 市 役 所 ゼ ロ カ ー ボ ン ア

ク シ ョ ン プ ラ ン を 確 実 に 進 め る と と も に ， 補 助 金 制 度 の さ ら

な る 拡 充 に 努 め ， 一 層 の 脱 炭 素 の 取 組 と 体 制 の 強 化 を 図 ら れ

た い 。  

 

 (2) 経 済 産 業 部 の 所 管 に 関 す る 事 務  

   手 賀 沼 ア グ リ ビ ジ ネ ス パ ー ク 事 業 に つ い て は ， 来 訪 者 の 利 便

性 向 上 を 目 的 に ， 最 寄 り の 駅 か ら の 交 通 ア ク セ ス を 検 討 さ れ

た い 。  

   市 場 再 整 備 事 業 に つ い て は ， 本 市 の 特 徴 を 生 か し た 魅 力 あ る

公 設 市 場 の 再 整 備 に 努 め ら れ た い 。  

   農 業 振 興 費 に つ い て は ， 有 機 農 業 実 証 実 験 の 発 展 と 新 た な 事

業 の 検 討 に 努 め ら れ た い 。 そ の 際 ， 適 正 な 予 算 で 十 分 な 効 果

が 出 る よ う な 制 度 設 計 に 努 め ら れ た い 。 あ わ せ て ， 農 業 者 に

対 し て ， 国 ・ 県 及 び 本 市 の 各 種 補 助 金 制 度 の 活 用 を 積 極 的 に

促 し ， 生 産 力 強 化 や 施 設 改 修 ， 省 力 化 ・ ス マ ー ト 農 業 の 取 組

等 ， 持 続 可 能 な 農 業 振 興 の 充 実 に 努 め ら れ た い 。 さ ら に ， 新

規 就 農 者 ， 後 継 者 へ の 生 活 保 障 等 ， 実 効 性 の あ る 支 援 策 を 検

討 さ れ た い 。 ま た ， 価 格 下 落 や 自 然 災 害 に よ る 被 害 等 を 受 け



 

た 農 家 へ の ア ウ ト リ ー チ 支 援 や 補 助 金 の 拡 充 を 検 討 さ れ た い 。  

   林 業 振 興 費 に お け る 鳥 獣 対 策 事 業 に つ い て は ， 専 門 家 や 庁 内

関 係 部 署 と さ ら に 連 携 し て 取 り 組 ま れ た い 。  

   ス タ ー ト ア ッ プ 支 援 事 業 に つ い て は ， 活 動 実 績 に 加 え ， 事 業

の 投 資 対 効 果 を 検 証 す る こ と に 努 め ら れ た い 。 ま た ， 制 度 設

計 の 見 直 し を 都 度 行 い ， よ り 地 域 還 元 型 の イ ノ ベ ー シ ョ ン 創

出 の 推 進 に 努 め ら れ た い 。  

   創 業 支 援 事 業 に つ い て は ， 創 業 塾 等 の 受 講 者 数 に 加 え ， そ の

後 の 創 業 実 績 を 継 続 的 に 把 握 す る と と も に ， 創 業 希 望 者 の 増

加 に 対 応 で き る 受 講 機 会 及 び 支 援 体 制 の 充 実 に 努 め ら れ た い 。

ま た ， 関 係 部 署 や 関 係 機 関 と の 連 携 を 図 り な が ら ， 事 業 化 ・

創 業 に つ な げ る 取 組 を 検 討 さ れ た い 。  

   企 業 立 地 施 策 に つ い て は ， 奨 励 金 等 の 予 算 執 行 額 に 加 え ， 企

業 の 新 規 立 地 件 数 ， 民 間 投 資 額 ， 雇 用 創 出 ， 市 内 企 業 や 大 学

等 と の 連 携 な ど を 含 め て 成 果 を 把 握 し ， 企 業 誘 致 に 係 る 行 政

の 取 組 と 成 果 を 分 か り や す く 示 さ れ た い 。  

   手 賀 沼 花 火 大 会 を は じ め と す る 大 規 模 イ ベ ン ト に つ い て は ，

来 場 者 数 に 加 え ， 飲 食 ， 買 物 ， 交 通 ， 宿 泊 等 の 市 内 消 費 額 や

経 済 波 及 効 果 を 把 握 し ， 公 費 投 入 に よ る 地 域 経 済 へ の 効 果 を

検 証 さ れ た い 。 ま た ， 荒 天 等 に よ る 中 止 時 の 既 執 行 経 費 や キ

ャ ン セ ル 費 用 等 を 把 握 す る と と も に ， 中 止 に 伴 う 市 内 消 費 等

へ の 影 響 に つ い て も 検 証 さ れ た い 。  

   ふ る さ と 納 税 制 度 に つ い て は ， 自 治 体 ご と の 格 差 が 大 き い た

め ， 制 度 の 見 直 し を 求 め ら れ た い 。  

 

 (3) 都 市 部 の 所 管 に 関 す る 事 務  

   都 市 計 画 道 路 の 見 直 し に つ い て は ， 速 や か に 事 業 を 進 め ら れ

た い 。  

   柏 駅 東 口 駅 前 再 整 備 事 業 に つ い て は ， 旧 そ ご う 柏 店 跡 地 の 活

用 に つ い て ， 市 民 の 意 見 ・ 要 望 を 幅 広 く 聴 取 し ， 方 向 性 や 進

捗 ， 事 業 に 関 す る 報 告 書 等 を 市 民 に 公 開 ・ 周 知 し な が ら ， 市

民 の 理 解 を 得 て 事 業 を 進 め ら れ た い 。 あ わ せ て ， 北 口 改 札 設

置 に 向 け た Ｊ Ｒ と の 協 議 を 進 め ら れ た い 。  



 

   リ フ レ ッ シ ュ プ ラ ザ 管 理 事 業 に つ い て は ， 衛 生 管 理 を 徹 底 し ，

市 民 に と っ て 安 心 で 利 便 性 の 良 い 施 設 運 営 に 努 め ら れ た い 。     

   空 き 家 対 策 に つ い て は ， 先 進 事 例 を 研 究 し ， 効 果 的 な 施 策 を

検 討 さ れ た い 。  

   市 営 住 宅 管 理 事 業 に つ い て は ， 入 居 者 の 自 己 負 担 を 軽 減 し ，

積 極 的 な 市 の 支 援 に 努 め ら れ た い 。  

   柏 北 部 中 央 地 区 土 地 区 画 整 理 事 業 に つ い て は ， 地 権 者 と の 交

渉 や 関 係 機 関 と の 協 議 を 着 実 に 進 め る と と も に ， 施 行 者 で あ

る 千 葉 県 と の 連 携 を 深 め ， 今 後 の 事 業 工 程 へ の 影 響 に 配 慮 し

な が ら ， 計 画 的 か つ 着 実 に 事 業 を 進 め ら れ た い 。  

 

 (4) 土 木 部 の 所 管 に 関 す る 事 務  

   雨 水 浸 水 対 策 に つ い て は ， 浸 水 常 襲 地 域 の 解 消 に 速 や か に 取

り 組 み ， 内 水 被 害 の 拡 大 防 止 に 努 め ら れ た い 。  

   雨 水 排 水 施 設 管 理 事 業 に つ い て は ， 河 川 の 状 況 を 恒 常 的 に 把

握 し ， 必 要 な し ゅ ん せ つ を 適 時 実 施 さ れ た い 。 ま た ， 国 の 予

算 も 活 用 し ， 河 川 の 氾 濫 防 止 に 向 け た し ゅ ん せ つ 事 業 の 強 化

に 努 め ら れ た い 。  

   バ ス 交 通 網 整 備 事 業 に つ い て は ， コ ミ ュ ニ テ ィ 交 通 の 充 実 に

向 け ， 地 域 の 実 情 を 踏 ま え た 支 援 体 制 や 補 助 制 度 を 検 証 し ，

持 続 可 能 な 交 通 手 段 の 確 保 に 努 め ら れ た い 。  

   老 朽 化 が 進 む 道 路 ・ 橋 梁 を は じ め と す る イ ン フ ラ 整 備 に つ い

て は ， 計 画 的 に 進 め ら れ る よ う 努 め ら れ た い 。  

 

 (5) 上 下 水 道 局 の 所 管 に 関 す る 事 務  

   予 算 書 ・ 決 算 書 に つ い て は ， 市 民 に 事 業 内 容 が わ か り や す く

伝 わ る よ う ， 先 進 市 の 市 民 向 け 解 説 書 も 参 考 に 内 容 を 検 討 し ，

丁 寧 な 説 明 を さ れ た い 。  

   ウ オ ー タ ー Ｐ Ｐ Ｐ に つ い て は ， 長 期 か つ 巨 額 の 委 託 と な る こ  

  と を 踏 ま え ， 情 報 公 開 と 市 民 ・ 議 会 へ の 丁 寧 な 説 明 を 行 わ れ た  

  い 。 ま た ， 包 括 的 な 委 託 事 業 に お け る 競 争 性 の 欠 如 に つ い て 十  

  分 に 検 証 し ， 導 入 時 だ け で な く 数 十 年 単 位 の 長 期 的 な 視 点 に 立  

  っ て ， 慎 重 に 進 め ら れ た い 。  


